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フェロシアン化銅からなる磁気分離用セシウム吸着剤の開発

○木戸 玄徳 1、髙﨑 幹大 1、川本 徹 2、吉野 和典 1

（1 関東化学（株）、2（国研）産業技術総合研究所）

【背景】福島第一原子力発電所の事故で生じた大量の放射性廃棄物のうち、可燃物は腐敗防止や減容の

ために焼却が検討されている。放射性 Csは焼却後に生じる飛灰に移行･濃縮し、水に可溶な化学形態を

とるため安定的な保管が困難である。この対策として飛灰を水洗し、放射性 Cs を吸着剤で処理する方

法が検討されている。飛灰洗浄液にはアルカリ金属、アルカリ土類金属をはじめ多くの夾雑イオンが大

量に含まれているため、Cs 選択性およびアルカリ耐性に優れたフェロシアン化銅が吸着剤として有望で

ある 1)。粉末状のフェロシアン化銅は粒径が小さいほど吸着速度が高く、短時間で飛灰洗浄液を処理で

きる。しかし、粒径が小さいと吸着後のろ過などの固液分離が困難である。そこでフェロシアン化銅と

磁性粉を複合化し、磁気分離による吸着剤の分離･回収を検討した。飛灰洗浄液の模擬液を使用し、Cs

吸着剤としての Cs吸着速度、Cs 吸着容量を評価した。 

【実験】フェロシアン化銅（K2Cu3[Fe(CN)6]2･10H2O）と磁性粉（Fe3O4）

を重量比 1:1となるように混合したスラリをスプレードライヤで造粒

し、磁性吸着剤を調製した。模擬飛灰洗浄液（表 1）で Cs吸着（液固

比 1,000 mL/g）を行い、120 min後に磁石を用いて固液分離した。処理

液の Cu, Fe濃度を測定し、フェロシアン化銅の回収率を算出した。Cs

吸着容量は Cs濃度を 500 mg/Lに調整した模擬飛灰洗浄液で Cs吸着試

験（液固比 1,000 mL/g）を行い、72 h後の吸着率から算出した。 

【結果と考察】調製した磁性吸着剤の粒径は 8 μm であった。磁気分離により磁性吸着剤を 99.8%以上

回収できた（図 1）。吸着時間と Cs

吸着率の関係を図 2 に示す。120 min

の吸着で 98%以上の Cs吸着率を示した。

Cs吸着容量は 140 mg/g-磁性吸着剤で

あった。なお、吸着剤 1 kgで、Cs 1 mg/L

の飛灰洗浄液を 140 m3処理できる。こ

の吸着剤は Cs 吸着速度が速く、磁気

分離で簡便に回収できるため、飛灰洗

浄液処理の高効率化が期待できる。 
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表 1 模擬飛灰洗浄液の組成 

pH 10 

Na+ 4,000 mg/L 

K+ 5,000 mg/L 

Ca2+ 7,000 mg/L 

Rb+ 20 mg/L 

Cs+ 10 mg/L 

Cl- 22,000 mg/L 

SO4
2- 1,300 mg/L 

図 1 磁性吸着剤の磁気分離 図 2 吸着時間と Cs吸着率の関係 

Cs 10 mg/L

液固比 1,000 mL/g
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